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図4　メインテナンス時口腔内写真
176　歯学98春季特集号：172－177，　2011
　　　／
2回目（56．5％）
　　　ルートプレーニング中
　　　　　（27．3％）再評価
（28％）
再評価
（5．95％）
唖
メンテナンス2回目
　（4．8％）
Marker　　　　T．　d．　　T．f　　　　　A．a．
　　　図6　メインテナンス時細菌検査結果
図5　PCRの推移
　　　初診時91．7％であったPCRの値が，検査結果
　　報告後から順調に改善され，3か月後には20％台
　　に，半年後には10％未満にまで改善された。
治療も良好な結果を得ることが出来た。歯周病原細菌
の検査は，簡便な検査キットも販売されており，臨床
応用が盛んに行われているが，SNPsを用いた感受性
検査に関しては，まだ裏付けが少ないことから，臨床
応用にまで至らないことが多い。しかし現段階におい
ても，こめ感受性検査を特に歯周病治療および予防に
関心の薄い若年者に対する動機づけやスクリーニング
検査として用いることは十分に可能であると考えられ
る。したがって，思春期の小児の歯周病治療に細菌検
査のみでなく，感受性検査も取り入れていくことは重
要な一要素であると思われる。さらに，小児歯科診療
室を受診する患者は思春期以前（幼児期，学童期）の
場合が多いため，まだ歯周病に罹患していないケース
が多い。このような小児患者に同様の検査を導入する
ことで，発病前でありながらも，患者本人および保護
者が歯周病への感受性および歯周病原細菌への感染の
有無を知ることにより，歯周病予防に対する動機付け
に役立てることができると考えられる。今後はさらに
症例数を増やし，さらなる裏付けを行いたいと考えて
いる。
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